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はじめに 

                

 

 

 

 

 

大空町は、平成１８年３月に旧東藻琴村と旧女満別町が合併し、今日に至って 

います。 

この間、観光客の旅行形態は、団体型から個人型へ、見るから体験するへ、さ 

らにアジア諸国を中心とした外国人旅行客の増加など、観光を取り巻く環境は、 

目まぐるしく変化してきています。 

環境の変化や観光客のニーズを的確に把握し、受入体制や情報発信の充実を 

図るための重要な実行計画と位置づけ、はじめて「大空町観光振興計画」を策定 

しました。 

網走湖から藻琴山に広がる農村景観や豊かな自然に恵まれた地域の特性を活 

かす観光と、オホーツクの空の玄関口である『女満別空港』が観光振興の軸とな 

ることから、テーマは『０（網走湖）から１０００（藻琴山）そして大空へ』と 

設定しました。 

また、具体的な数値目標として、観光入込客数を１０年間で２０万人増加と設 

定し、観光の分野から交流人口の増加を図ります。 

観光客が最初に降り立つまちとしての自覚を持ち、行政、民間、町民の皆様が

一体となって、魅力あるまち、活力のあるまちづくりを目指します。 

  町民の皆様におかれましては、このたび策定しました「大空町観光振興計画」

の趣旨をご理解いただき、ご協力をお願いしたいと思います。 

  終わりに、本計画の策定にあたり、多くの時間を費やし、熱心に議論いただき

ました「大空町観光振興計画策定委員会」の皆様をはじめ、ご協力いただきまし

た関係各位に対して心より感謝申し上げます。 
 

  平成２９年３月 

 

                  大空町長 山 下 英 二 
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１．背 景 

 

  大空町は、町全体で観光振興を進めるため、初めて大空町観光振興計画を策定することとし 

ました。 

  人口減少が進む中、地域における交流人口の増加を目指し、活性化を図ることが地方自治体 

の使命であり、その中において、観光産業は、ますます重要な役割を担うものであります。 

オホーツク圏の空の玄関口女満別空港、自然豊かな藻琴山や網走湖、ほかにも多くの観光資

源があり、それら観光資源を活用し具体的に行動するための計画として策定するものでありま

す。 

  行政だけではなく、町民や観光関係事業者、関係団体など、観光事業に携わるものの指針と

し、連携・協働の中から施策を展開するとともに、体系的・計画的に観光振興を推進します。 

 

 

２．計画の位置づけ 

 

  大空町は、女満別町と東藻琴村の合併により平成１８年３月３１日に誕生し、新たな町の目

標を「大空町総合計画」に定め、新町のまちづくりをスタートさせました。 

この総合計画では、両町村の優れた特性を引き継ぎ、目標と施策を明確にした上で、大空町

の「めざすべきまちづくりの指針」として策定され、平成２７年度で終了しました。 

平成２８年度からは、将来の大空町を目指す姿と道筋を明らかにするため『第２次大空町総

合計画』が策定され現在に至ります。 

また、少子高齢化や東京圏への人口一極集中による地方の人口減少が進み、大空町は目指す

べき将来の方向と将来展望を示した「人口ビジョン」を実現するための５か年の目標や具体的

な施策をまとめた「総合戦略」を策定しました。 

さらに『まちづくり宣言「大空に 人・花・心 育むまち」』を宣言し、生涯にわたる教育

を「人」、農業を中心とする産業を「花」、心身の健康を「心」という言葉に込め、澄み渡る大

空のもとで、たくさんの幸せが育まれる様を大空町のまちづくりの根幹とし、普遍的で変わら

ない恒久的なものとしました。 

本計画は、『まちづくり宣言「大空に 人・花・心 育むまち」』、『第２次大空町総合計画「に

ぎわい ひろがる 産業のまちづくり」』の個別計画、『大空町総合戦略「ひとを呼び込む～移

住・定住の促進と交流人口の増大～」』のもとに位置づけ策定するものであります。 
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第１章 計画策定の背景 



 

 

まちづくり宣言 

「大空に 人・花・心 育むまち」 

 

 

 

第２次大空町総合計画（２０１６年～２０２５年）  大空町総合戦略（２０１５年～２０１９年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．計画の期間 

 

本計画の期間は、平成２９年度（２０１７年度）から平成３８年度（２０２６年度）の１０

年間です。 

ただし、観光を取り巻く情勢は、目まぐるしく変動するため、中間年度である５年後に、必

要に応じて見直しを行うこととします。 
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大空町観光振興計画 



 

 

 

 

１．国の動向 

 

  平成２０年１０月、国土交通省の外局として「観光庁」が設置され、「観光立国推進基本計 

画」に基づき観光立国の推進体制を強化してきており、平成２１年に策定された「観光庁アク

ションプラン」では、当面の目標や具体的な施策等を示し、訪日外国人旅行者数を２０２０年

までに２，０００万人とする目標を掲げましたが、その後、ビザ緩和、免税制度の拡充、出入

国管理体制の充実などの「改革」により、２０１５年でほぼ達成したため、４，０００万人に

大幅に修正されました。 

  その後、平成２５年からは「観光立国実現に向けたアクション・プログラム」さらに平成２ 

８年度からは「観光ビジョン実現プログラム」を策定し、世界が訪れたくなる日本を目指して

います。 

  また、２０１９年ラグビーワールドカップ、２０２０年東京オリンピック・パラリンピック 

競技大会を控えており、事前合宿を含めた大規模国際競技大会を活用した観光客の誘客を図っ 

ています。 

 

 

２．北海道、オホーツク圏、大空町の入込客の推移 

 

  北海道の観光客入込数（延べ人数）については、平成２６年度５，３７７万人に対し、平成

２７年度５，４７７万人と約１００万人増加し、平成２７年度は、過去最高を更新しました。 

  圏域別においては、６圏域全て、前年度より増加し、釧路・根室圏７．５％、道央圏６．６％、

十勝圏４．３％、道北圏３．８％、道南圏２．９％、オホーツク圏４．８％の増加となってい

ます。 

  オホーツク圏域は、平成２６年度８３０万人に対し、平成２７年度８７２万人と約４２万人

増加となっています。 

  夏のイベントが好天に恵まれたことと、冬の荒天の影響が少なかったことにより増加とな

っています。 

  大空町においては、平成２６年度８７．３万人に対し、平成２７年度９５．９万人と約８．

６万人増となっており、主な要因として大空町の観光の拠点『道の駅メルヘンの丘めまんべつ』

が約７．４万人、『芝桜公園』が約１万人それぞれ増となっています。 
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第２章 観光の現状 



北海道・オホーツク圏・大空町の観光入込客の推移 

 

平成１９年度～平成２７年度                                      （単位：万人） 

 Ｈ19 年度 Ｈ20 年度 Ｈ21 年度 Ｈ22 年度 Ｈ23 年度 Ｈ24 年度 Ｈ25 年度 Ｈ26 年度 Ｈ27 年度 

北海道 13,984.1 13,282.1 13,099.3 12,878.7 12,222.2 12,751.6 13,178.8 13,343.4 14,082.1 

対Ｈ１８年度 99.6% 94.6% 93.3% 91.7% 87.0% 90.8% 93.8% 95.0% 100.3% 

オホーツク圏 925.0 841.2 809.9 857.1 798.7 831.7 846.9 830.1 871.7 

対Ｈ１８年度 92.8% 84.4% 81.3% 86.0% 80.2% 83.5% 85.0% 83.3% 87.5% 

大空町 83.7 82.8 79.3 85.6 83.3 80.8 82.3 87.3 95.9 

対Ｈ１８年度 95.5% 94.5% 90.5% 97.7% 95.1% 92.2% 93.9% 99.7% 109.5% 

※下段の数値（黄色）は、Ｈ１８年度を１００とした指数。 

 

 

大空町の４半期毎の観光入込客数推移 

 

 

       リーマンショック        東日本大震災 
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単位：万人

春季（4～6月）

夏季（7～9月）

秋季（10～12

月）

冬季（1～3月）

合 計



３．大空町の課題 

 

  大空町の観光入込客数は、横ばい又は若干の増加傾向にあります。 

  道の駅メルヘンの丘めまんべつの入込客数は安定しているものの、他の観光スポットにお 

いては、ＰＲ不足からか集客が伸びていない状況となっています。 

  また、道内屈指の空港を有していながら、通過型となっており、いかに町内に立ち寄らすか

が大きな課題となっています。 

  大空町の恵まれた自然環境（藻琴山や網走湖など）を活かした取組が必要となっています。 

 

 

４．大空町の観光の強みと弱み 

 

強  み 弱  み 課  題 

・女満別空港 ・通過型である 

・宿泊施設が少ない 

・２次交通の整備 

・滞留型観光メニューの構築 

・藻琴山や網走湖などの自然が豊富 

 

・自然の魅力を活かしていない 

・体験型メニューが少ない 

・冬季イベントの開発 

・四季があり、季節感がある 

 

・日照時間が長い 

 

・食の魅力 

（農産物、水産物、特産品） 

・効果的なＰＲが少ない 

・施設案内等の表示物が少ない 

・各種媒体を活用したＰＲ 

・施設案内看板の整備 

（多言語化を含む） ・道の駅「メルヘンの丘めまんべつ」 

（直売所、特産品、観光拠点施設） 

・町民があたたかい 

 

・人材育成の研修が少ない ・人材の育成 

・「女満別」「東藻琴」の知名度が高

い 

・「大空町」の知名度が低い ・それぞれの地域性 
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１．基本理念と重点目標 

 

 （１）基本理念 

 

～第２次大空町総合計画より～ 

    にぎわい ひろがる 産業のまちづくり（観光産業の振興） 

 

 （２）大空町が目指すべき姿（大空町の観光振興テーマ） 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

   《設定の理由》 

 

     大空町の自然豊かな大地を「海抜０ｍの網走湖女満別湖畔から海抜１０００ｍの藻

琴山まで」で表現し、その恵まれた自然環境を重要な観光資源として活かし、観光振興

を図ります。 

また、オホーツクの空の玄関口である女満別空港の所在地は、大空町であり、観光の 

拠点でもあります。 

空港から連想する空を「大空」とし、『大空町へ行こう！』とかけ、大空町の観光振 

興のテーマとします。 
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第３章 観光振興の基本的な考え方 

～０
ゼロ

（網走湖）から１０００（藻琴山） そして大空へ～ 

オホーツク大空町 
 



（３）重点目標 

   

◆重点目標◆   

  ●大空町の知名度を上げる 

 ●交流人口の増大を図る 
 

 

 

観光入込客数『２０万人増』を目指すため、『大空町の知名度を上げる』『交流人口の増

大を図る』ことを重点目標に掲げ観光振興を図ります。 

 

 『大空町の知名度を上げる』ために、藻琴山や網走湖（女満別湖畔）など豊かな自然や

オホーツク特有の広い農村景観、水芭蕉、芝桜、ひまわりなど花観光を中心とした観光資

源を積極的に発信するとともに、大空町の中心的産業である農産物や網走湖の水産物、特

産品など、食を通じた中からＰＲを行います。 

 また、『交流人口の増大を図る』ために、魅力あるイベントの開催、オホーツクの空の玄

関口である女満別空港を軸とした広域連携の取組、スポーツ・文化合宿の受入、誘致を行

います。 

 

 ２つの重点目標を達成するために、オホーツク大空町観光協会（めまんべつ観光協会と

東藻琴観光協会）と連携を図りながら、実行計画を定めて観光振興を取り進めていきます。 
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（４）目標数値の設定（観光入込客数） 

  大空町観光振興計画の最終年度である平成３８年度の目標観光入込客数を下記のとおり

設定します。 

 

    平成３８年度（１０年後）までに  ２０万人増 
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単位：万人

〈大空町観光入込客数目標数値の考え方〉 

 

  平成２７年度 ９５．９万人 ⇒ 平成３８年度 １１５．９万人 

※毎年の伸び率を２．２％に設定。平成２３年度～平成２８年度（見込み）の過去５年間の

伸び率の平均値。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リーマンショック    東日本大震災 

（見込み） 

目標：２０万人増 



２．基本計画と実行計画 

 

（１）基本計画 

 

◆基本計画１ 豊かな自然による観光振興 

 
自然を活かした四季折々の体験型観光プログラム開発及び人材発

掘、育成を図ります。 

◆基本計画２ イベントの充実 

 
イベント内容の充実に努め魅力あるイベントを展開します。 

◆基本計画３ 体験・滞在型観光の充実 

 
体験・滞在型プログラムの開発、ＰＲ及び観光事業者誘致活動を

行います。 

◆基本計画４ 施設の維持、有効活用 

 
各施設において、安心・安全な維持管理を行うとともに、イベン

トを見直し、魅力ある運営を行います。 

◆基本計画５ 女満別空港の活用 

 
関係団体や他課と連携し、女満別空港の利用を促進するためのプ

ロモーション活動や広域的な連携を行います。（連携事業） 

◆基本計画６ 食の魅力発信、特産品の開発・ＰＲ 

 
農産物、水産物、特産品、ご当地メニューを通じ首都圏、道央圏な

ど広くＰＲします。 

◆基本計画７ 外国人観光客の対応 

 
訪日外国人に対するおもてなしを実施します。 

◆基本計画８ 情報発信の充実 

 
各種媒体を活用したＰＲを実施します。 

そらっきーをプロモーションツールとして、効果的に活用します。 

◆基本計画９ 広域連携の事業展開 

 
広域で取り組むことで、オホーツク全体のブランド化を図ります。 
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◆基本計画１０ 合宿の受入、誘致 

 
文化、スポーツ合宿を推進し、魅力を発信します。（連携事業） 

◆基本計画１１ 郷土（歴史）による観光振興 

 
郷土（歴史）を活用した観光振興を図ります。 

 

 

重点目標と基本計画の関係 
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『大空町の知名度を上げる』 『交流人口の増大』 



（２）実行計画 

 

   基本計画１  豊かな自然による観光振興       
                            

実 行 計 画 

主な観光資源 

■藻琴山 

■網走湖（女満別湖畔） 

■ひまわり畑（作付） 

■メルヘンの丘 

■農村景観 

具体的な施策 

・大空町の自然豊かな魅力を発信するとともに、自然を活用したア

クティビティプログラムを開発します。 

・町内を周遊できる観光ルートを形成します。 

・環境美化に努めるとともに、安心・安全に配慮し、計画的なハー

ド整備を実施します。 

 

□藻琴山 

・指導者（ガイド）の育成、発掘を行います。 

□網走湖（女満別湖畔） 

・湿生植物群落の計画的な管理を行います。 

・案内所内展示物を活用し、学習の場を提供します。 

・各関係機関に対し、網走湖の環境整備を要請します。 

・園地内や水辺を活用したイベントの開催やアクティビティプログ 

ラムの開発、指導者（ガイド）の育成、発掘を行います。 

□ひまわり畑（作付） 

・各メディアを積極的に活用し、ＰＲの充実を図ります。 

□メルヘンの丘 

・７本のカラマツの保存計画を検討します。 

□農村景観 

・映画ロケ地等のPR、整備計画を検討します。 

取り組みの主体 

 

大空町 団 体 民 間 
大空町民 

所管課 他 課 観光協会等 他観光業 一般企業 

◎  〇 〇  〇 

（◎＝主体となって推進、〇＝連携主体として推進） 
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   基本計画２  イベントの充実                                    

 

実 行 計 画 

主なイベント 

■芝桜まつり 

■観光夏まつり 

■白魚まつり 

■ふるさとまつり 

■道の駅 メルヘンの丘めまんべつ（夏・冬）まつり 

■もこと山ふきおろしマラソン大会（連携事業） 

具体的な施策 

・イベント情報の発信について、広く周知するとともに、魅力ある

イベント内容を検討します。 

 

□芝桜まつり 

・ステージイベント内容の充実、参加型イベントの充実を図ります。 

□観光夏まつり 

・ドラゴンボート競技大会参加者以外の人も楽しめる内容を検討し

ます。 

□白魚まつり 

・希少価値の高い網走湖特有の食材をＰＲします。 

□ふるさとまつり 

・ロール転がしどってん酷の内容（種目）を検討します。 

□道の駅まつり（夏・冬） 

・主要道路（国道）の利を活かし、手軽に立ち寄れるイベントを実

施します。 

□もこと山ふきおろしマラソン大会（連携事業） 

・地域の特徴を活かしたイベント内容にします。 

取り組みの主体 

 

大空町 団 体 民 間 
大空町民 

所管課 他 課 観光協会等 他観光業 一般企業 

◎ ◎ 〇 〇 〇 〇 

（◎＝主体となって推進、〇＝連携主体として推進） 
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   基本計画３  体験・滞在型観光の充実                                    

 

実 行 計 画 

主な体験・滞在型観光 

■しじみ採り 

■氷上わかさぎ釣り 

■パークゴルフ 

■乳製品製造体験 

具体的な施策 

・大空町ならではの冬季プログラム開発を行います。 

・様々なメディアを活用し、積極的なＰＲを図ります。 

 

□しじみ採り／□氷上わかさぎ釣り 

・ＳＮＳを活用したＰＲ及びその場で調理できる仕組みづくりを検

討します。 

□パークゴルフ 

・レンタカーを対象としたＰＲ及び体験型観光のツールの一つとし

て活用します。 

□乳製品製造体験 

・体験メニューの拡充を図ります。 

□海洋性スポーツ 

・網走湖を活動拠点としたメニューの構築と指導者（ガイド）の発

掘、育成を図ります。 

□農業体験（グリーンツーリズム） 

・体験者を受け入れるためのメニューづくり、受け入れ体制の構築

を図ります。 

□ウインターフィールド造成 

・冬ならではの体験フィールドを造成し、スノーシューなどが体験

できる仕組み作りを行います。 

取り組みの主体 

 

大空町 団 体 民 間 
大空町民 

所管課 他 課 観光協会等 他観光業 一般企業 

◎  〇   〇 

（◎＝主体となって推進、〇＝連携主体として推進） 
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   基本計画４  施設の維持、有効活用                                    

 

実 行 計 画 

主な施設 

■芝桜公園 

■朝日ヶ丘公園（展望台、パークゴルフ場） 

■乳酪館 

■道の駅【メルヘン公園、メルヘン観光交流センター（ぴっと）】 

■地域振興施設（建設中） 

具体的な施策 

・外国人観光客に対するおもてなしを実施するため、多言語表記や

接客マナーの習得を推進します。 

・閉鎖期間（シーズンオフ等）及び平日等の空き時間の有効活用を

図ります。 

・魅力あるイベントを実施します。 

・安心、安全に配慮し、計画的なハード整備を実施します。 

 

□芝桜公園 

・道内外や外国人観光客の誘客のため、旅行代理店や各公共交通機

関を通じプロモーションを実施します。 

□朝日ヶ丘公園 

・民間による運営形態を検討します。 

・近隣のパークゴルフ愛好者やレンタカー客を誘客するため、ＰＲ

を強化します。 

□乳酪館 

・チーズとワインの夕べのほか、集客イベントを定期的に開催しま

す。 

□道の駅メルヘンの丘めまんべつ 

・季節毎（夏期、冬期）にイベントを開催し、集客に努めます。 

・上部団体（連絡会等）との連携事業を推進します。 

□地域振興施設（建設中） 

・供用開始に伴い、広くＰＲ活動を行います。 

・独自イベントを開催し、集客に努めます。 

取り組みの主体 

 

大空町 団 体 民 間 
大空町民 

所管課 他 課 観光協会等 他観光業 一般企業 

◎ ◎ 〇 〇  〇 

（◎＝主体となって推進、〇＝連携主体として推進） 
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   基本計画５  女満別空港の活用                                    

 

実 行 計 画 

主な活動事項 

■乗降者（集客）の拡大（連携事業） 

■利用者利便の向上（連携事業） 

■二次交通の充実（連携事業） 

■オホーツク圏及びひがし北海道の玄関口としての機能強化

（連携事業） 

具体的な施策 

□乗降者（集客）の拡大（連携事業） 

・オホーツク圏及びひがし北海道の観光、交流拠点としてＬＣＣや

新規路線の就航誘致活動を行います。 

・魅力ある地域資源を活かし、国内外における新たな需要を取り込

みます。 

・空港の利用拡大を図るため、関係機関、団体等と連携してプロモ

ーション活動などを展開します。 

・空港施設等を活用したイベントの拡充を図ります。 

□利用者利便の向上（連携事業） 

・外国人観光客の受入体制及び空港機能施設等を強化し、利用者利

便の向上を図ります。 

□オホーツク圏及びひがし北海道の観光情報の発信、特産品のＰＲ

を行います。（連携事業） 

□二次交通の充実（連携事業） 

・空港アクセスの向上と広域観光の振興を図ります。 

取り組みの主体 

 

大空町 団 体 民 間 
大空町民 

所管課 他 課 観光協会等 他観光業 一般企業 

◎ ◎ 〇 ◎ 〇 〇 

（◎＝主体となって推進、〇＝連携主体として推進） 
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   基本計画６  食の魅力発信、特産品の開発・ＰＲ                                    

 

実 行 計 画 

主な活動事項 

■特産品の販路拡大 

■特産品の開発 

■ご当地メニューのＰＲ 

具体的な施策 

□特産品の販路拡大 

・各種イベントへの参加、テレビ、ラジオ、ＳＮＳなど様々なメデ

ィアを活用して特産品のＰＲを行います。 

□特産品の開発／□ご当地メニュー 

・大空町の特色ある資源（乳製品、内水産物）を中心に、大空町な

らではの特産品を開発します。 

・町民とともに安心、安全な特産品開発、ご当地メニューを開発す

る場の提供を図ります。 

・しじみ関連商品（メニュー）、大空町特産豚関連商品（メニュー）、

いちご、大豆などの消費拡大を軸にご当地メニューのＰＲに努め

ます。 

取り組みの主体 

 

大空町 団 体 民 間 
大空町民 

所管課 他 課 観光協会等 他観光業 一般企業 

◎ ◎ 〇 〇 〇 〇 

（◎＝主体となって推進、〇＝連携主体として推進） 
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  基本計画７  外国人観光客の対応                                    

 

実 行 計 画 

主な活動事項 

■多言語対応 

■接客スキルの向上 

■国際線の誘致活動（連携事業） 

具体的な施策 

・外国人観光客のニーズを的確に捉え、おもてなしの心をもって対

応します。 

 

□多言語対応 

・広域連携を含めた、多言語表記案内看板を計画的に整備します。 

・多言語対応ホームページを管理します。 

・多言語パンフレットを作成し適正な管理を行います。 

□接客スキルの向上 

・外国人観光客に対する接客を習得するために人材の育成、発掘を

行います。 

□国際線の誘致活動（連携事業） 

・近隣の自治体と連携しながら、国際線の誘致活動を行います。 

取り組みの主体 

 

大空町 団 体 民 間 
大空町民 

所管課 他 課 観光協会等 他観光業 一般企業 

◎ 〇 〇 〇  〇 

（◎＝主体となって推進、〇＝連携主体として推進） 
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  基本計画８  情報発信の充実                                    

 

実 行 計 画 

主な活動事項 

■各メディアの活用 

■プロモーション活動 

■誘導の充実化 

■そらっきーの活用 

具体的な施策 

□各メディアの活用 

・ホームページやＳＮＳを活用して、リアルタイムな観光情報の発

信に努めます。 

・テレビ、ラジオ、雑誌等のメディアを活用して、国内外へ広く観

光情報を発信します。 

・各学校と連携した情報発信の体制を構築します。 

□プロモーション活動 

・国内、国外エージェントや各空港、航空会社と連携し、プロモー

ション活動を行います。 

・各種イベントで、観光パンフレットやポスターを活用し、大空町

の知名度を高めます。 

□誘導の充実化 

・町内各施設等の案内看板等を計画的に設置します。 

□そらっきーの活用 

・そらっきーをプロモーションツールとして活用します。 

取り組みの主体 

 

大空町 団 体 民 間 
大空町民 

所管課 他 課 観光協会等 他観光業 一般企業 

◎ ◎ 〇 ◎ 〇 〇 

（◎＝主体となって推進、〇＝連携主体として推進） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-18- 



  基本計画９  広域連携の事業展開                                    

 

実 行 計 画 

主な活動事項 

■国内、国外へのプロモーション（連携事業） 

■サイクリング活性化事業（参画事業） 

■オホーツク体験、滞在型観光ビジョン推進委員会（参画事業） 

■「プライムロードひがし北・海・道」（参画事業） 

具体的な施策 

・オホーツク地域のブランド化に向け近隣自治体と連携、協力体制

の強化を図ります。 

 

□プロモーション（連携事業） 

・空港、航空会社、エージェントと連携し、オホーツク地域をＰＲ

します。 

□サイクリング活性化事業（参画事業） 

・北見市、網走市と連携し、周遊時間の長いサイクリストをターゲ

ットに事業を展開します。 

□オホーツク体験、滞在型観光ビジョン推進委員会（参画事業） 

・オホーツクらしい体験、滞在型観光のプログラムを開発し、ＤＭ

Ｏの形成を視野に入れた活動に参画します。 

□「プライムロードひがし北・海・道」（参画事業） 

・ひがし北海道広域観光周遊ルート形成促進事業に参画し、観光ニ

ーズの把握、観光情報収集を図り、事業に対して連携、協力しま

す。 

取り組みの主体 

 

大空町 団 体 民 間 
大空町民 

所管課 他 課 観光協会等 他観光業 一般企業 

◎ 〇 〇 〇 〇 〇 

（◎＝主体となって推進、〇＝連携主体として推進） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-19- 



  基本計画１０  合宿の受入、誘致                                    

 

実 行 計 画 

主な活動事項 

■スポーツ・文化団体合宿の受け入れ、誘致活動（連携事業） 

■町内の農産物、水産物、特産品の活用 

■観光資源の紹介 

具体的な施策 

□スポーツ・文化団体合宿の受入、誘致活動（連携事業） 

・既存チーム（団体）及び新規チーム（団体）の誘致活動を行いま

す。 

□町内の農産物、水産物、特産品の活用 

・地域ならではの食材を積極的に使用し、ＰＲ及び地産地消の拡大

を図ります。 

□観光資源の紹介 

・プライベートでも大空町に訪れたくなるように町内観光の魅力を

紹介します。 

取り組みの主体 

 

大空町 団 体 民 間 
大空町民 

所管課 他 課 観光協会等 他観光業 一般企業 

◎ ◎ 〇 〇 〇 〇 

（◎＝主体となって推進、〇＝連携主体として推進） 
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  基本計画１１  郷土（歴史）による観光振興                                    

 

実 行 計 画 

主な活動事項 
■郷土（歴史）を活用した観光振興 

 

具体的な施策 

□郷土（歴史）を活用した観光振興 

・大空町（旧東藻琴、旧女満別）の郷土（歴史）を活用した観光メ

ニューを構築します。 

・女満別空港の歴史や映画ロケ地のＰＲを行います。 

・遺跡、石碑を活用した観光資源の発掘を行います。 

取り組みの主体 

 

大空町 団 体 民 間 
大空町民 

所管課 他 課 観光協会等 他観光業 一般企業 

◎ 〇 〇   〇 

（◎＝主体となって推進、〇＝連携主体として推進） 
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１．大空町主要施設利用者状況 

 

 

２．大空町の立地環境、交通アクセス等 

 

 《立地環境》 

 

  大空町は、北海道北東部に位置し、南に自然豊かな藻琴山（標高１，０００ｍ）がそびえ、

北に水産資源に恵まれた網走湖（０ｍ）に面した、東西約２７ｋｍ、南北３０ｋｍ、総面積３

４４ｋ㎡の景観の美しい町です。 

  肥沃な田園丘陵地帯が広がる中央部は畑作地帯となっており、西部の網走川沿岸の平地に

は稲作地帯、南部の藻琴山山麓には酪農地帯が広がっています。 

  気候は、オホーツク沿岸の典型的な気候で、夏は太平洋沿岸で、冬は日本海沿岸で雨や雪を

降らせた後の乾燥した季節風が吹き込むため、降水量が少なく晴天に恵まれます。 

  年間平均気温は約６℃、降水量も６５０ｍｍ程度で、１年を通じて穏やかな気候が続きます。

降雪は１０月下旬から４月下旬にかけて見られ、冬期間の市街地での積雪量は５０ｃｍから

１ｍ前後です。 

 

《交通アクセス等》 

 

町内にはオホーツク圏の空の玄関口「女満別空港」が所在し、札幌路線（新千歳空港）、東

京路線（羽田空港）、関西・中部路線があり、ＪＲ石北線は、旭川・札幌方面へ連絡し、都市

間バスは札幌方面へ運行しています。 
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Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

女満別空港 670,833 720,965 729,916 736,169 765,171

道の駅 461,611 425,688 425,575 475,769 551,129

朝日ヶ丘展望台 12,604 17,360 13,346 14,969 14,054

乳酪館 20,373 20,268 21,933 22,902 24,914

芝桜公園 73,021 80,080 72,423 83,069 92,354
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参考データ 



 （１）空のルート 

 

大空町へ向かう空のルート（平成２６年度実績） 

区 間 所要時間 運行回数 
 

旅客数 座席数 座席利用率 

新千歳⇔女満別 50 分 4,888 186,973 305,352 61.2％ 

東京⇔女満別 110 分 3,646 462,225 612,600 75.5％ 

中部⇔女満別 120 分 715 52,629 90,258 58.3％ 

伊丹⇔女満別 130 分 88 4,909 6,636 74.0％ 

関西⇔女満別 150 分 242 27,059 39,568 68.4％ 

                          出典：国土交通省「航空輸送統計調査」（平成２６年度） 

座席数と利用客の推移（東京⇔女満別） 

 

 
 

座席数と利用客の推移（新千歳⇔女満別） 
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計
座席数 55,620 47,358 51,280 51,846 70,354 60,112 49,272 45,372 44,694 45,340 40,880 50,472 612,600
利用率（％） 52.5% 68.5% 75.3% 85.1% 82.1% 84.2% 83.8% 78.8% 64.2% 71.8% 84.9% 72.4% 75.5%
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計
座席数 26,732 27,628 26,628 27,628 27,628 26,732 27,220 25,220 23,782 21,920 19,710 24,524 305,352
利用率（％） 47.3% 53.7% 61.5% 63.5% 63.3% 65.1% 66.1% 63.0% 57.8% 63.0% 70.4% 62.7% 61.2%
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  （２）ＪＲ 

大空町へ向かうＪＲのルート 

ＪＲ札幌駅間（石北本線） ５時間（特急オホーツク） 

ＪＲ旭川駅間（石北本線） ３時間３０分（特急オホーツク） 

 

 

 

 

 

 

 

  （３）都市間バス 

   大空町へ向かう都市間バスのルート 

札幌ターミナル（出発地）  

ドリーミントオホーツク号 

札幌から約５時間３０分 

札幌ターミナル  

イーグルライナー 

札幌から約５時間３０分 

西７号線 佐呂間町若佐 

北見バスターミナル 東藻琴 

美幌駅前バスターミナル  

女満別西通り  

 

  （４）路線バス 

大空町を通過する路線バスのルート 

バス停名 時間 バス停名 時間 バス停名 時間 

女満別空港 → 大空町役場前 → 女満別高校 → 

 ９分  ２分  ７分 

→呼人駅前 → 網走刑務所前 → 網走駅前 → 

 ９分  ３分  ２分 

→オホーツク振興局前 → 網走バスターミナル    

 ３分 女満別空港⇔網走バスターミナル 所要時間 ３５分  

総合支所前 → 藻琴駅前 → 網走バスターミナル → 網走駅前 

 ２２分  １８分  ５分  

 

  （５）自動車 

大空町と周辺地域 

大空町⇔網走市 16km 

大空町⇔北見市 38km 

大空町⇔ウトロ（知床） 112km 

大空町⇔屈斜路湖 39km 

大空町⇔阿寒湖 71km 

大空町⇔サロマ湖 35km 

大空町⇔摩周湖 64km 
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大空町 



３．大空町の観光資源 

 

 【自然・景観】 

資源名   概略 イメージ 

藻琴山 標高１０００ｍの山。 

登山客が多く訪れ、トレッキング感覚で楽

しめる優しい山。 

眼下には、日本最大のカルデラ湖屈斜路湖

が広がる。 

「北海道自然１００選」 

 

網走湖（女満別湖畔） 水産資源（しじみ、わかさぎ）が豊富な湖。 

夏は女満別湖畔でキャンプやしじみ採り。 

冬は湖上で氷上わかさぎ釣り。 

「北海道景観百選」 

 

芝桜公園 

 

日本最大級の広さを誇る。１０万平方メー

トルの傾斜地にピンクの絨毯が一面に広が

る公園。 

５月中旬頃が見頃。 

 

朝日ヶ丘公園 網走湖から斜里岳、知床連山まで見回せる

３６０°パノラマ展望台。 

夏から秋には、公園付近の畑に観賞用のひ

まわりを作付。 

 

メルヘンの丘 丘陵地の畑に７本のカラマツの木が立ち、

写真撮影や風景画などのビューポイント。 

 

女満別湖畔湿生植物群落 網走国定公園内にある女満別湖畔。 

落葉広葉樹の自然林等からなる５６ヘクタ

ールの敷地のなかにあり、国の天然記念物。 

日本最大級の水芭蕉群生地で、４月下旬か

ら５月上旬に見頃。 
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【自然・景観】 

資源名 概  略 イメージ 

ひまわり作付事業 朝日ヶ丘公園付近の畑に約４ｈａ、女満別

空港付近に約０．２ｈａのひまわりを作付。 

時期を変えて播種しているので、６月から

１０月下旬まで見ることができる。 

 

 

 

 【レクリエーション・体験・宿泊（温泉）施設】 

資源名 概  略 イメージ 

道の駅 

メルヘンの丘めまんべつ 

 

農業研修施設のカルチャーセンターと観光

拠点施設のメルヘンぴっとが併設。 

国道３９号線隣接。 

・アンテナショップほのか（売店） 

・農業研修施設 

・多目的屋内広場（砂入人工芝の体育館） 

 

道の駅 

メルヘンの丘めまんべつ内 

【メルヘン観光交流センター】 

 

オホーツク大空町観光協会 

各テナント（４店） 

ウインズ（しじみラーメン等） 

キッチンほのか（さくら豚丼等） 

みるきぃふぁーむ（ソフトクリーム等） 

やさい茶屋 彩（野菜クレープ等） 

 

ひがしもこと乳酪館 乳製品の製造、販売。 

チーズ製造室の見学やバター作りを体験で

きる。 

チーズの歴史や知識を学ぶことができる。 

 

地域振興施設（建設中） 地域振興を担う待望の施設。 

飲食や宿泊の機能を備えた施設。 

平成２９年度運用開始予定。 
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 【レクリエーション・体験・宿泊（温泉）施設】 

資源名 概  略 イメージ 

朝日ヶ丘公園 

パークゴルフ場 

４５ホールのパークゴルフ場。 

平成２８年度１コース（９ホール）新設。 

 

運動公園（遊具） 運動公園内に設置された遊具。 

平成２８年度全面改修。 

 

女満別ゴルフコース 網走湖を望む丘の上に広がる１８ホール。 

２人乗りゴルフカートでセルフプレーを楽

しむことができる。 

１８ホール 

 ６，８０１ヤード 

 パー７２ 

 

ホテル湖南荘 透明感のあるコーヒー色が特徴 

ＪＲ女満別駅から徒歩２分 

宿泊者定員 ８５人 

 

湯元 ホテル山水 源泉かけ流しの肌にやさしい温泉 

ＪＲ女満別駅から徒歩５分 

宿泊者定員 １２４人 

 

芝桜の湯 

（芝桜公園内） 

日帰り温浴施設で、無色透明の源泉かけ流

し温泉。 

近くには無料の足湯もあります。 

５月３日～９月３０日までの営業です。（足

湯は８月３１日まで） 
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【レクリエーション・体験・宿泊（温泉）施設】 

資源名 概  略 イメージ 

ふれあいセンターフロックス 

（老人福祉センター） 

入浴施設の他に集会室、調理室、健康回復訓

練室などもあります。 

大浴場、サウナ、気泡浴有り。 

町営温泉施設。 

 

ひまわり温泉 

（農業構造改善センター） 

日帰り入浴を楽しめる源泉かけ流し。 

泉質はナトリウム炭酸水素塩・塩化物泉

で、湯量も豊富です。 

畳の休憩室有り。 

町営温泉施設。 

 

 

 

 

【イベント】 

資源名 概  略 イメージ 

ひがしもこと芝桜まつり ５月上旬から６月上旬に芝桜開花期間を中

心に各種イベントを実施。 

道内外、海外から多くの観光客が訪れる。 

 

めまんべつ観光夏まつり 水上花火大会、北海道唯一のドラゴンボー

ト競技大会を実施。 

大空町の夏を彩る最大のイベント。 

キャンプを楽しみながら見ることができ

る。 

 

ノンキーランドふるさとまつり 牧草ロールを転がす競技「ロール転がしど

ってん酷」を開催。 

当日は、売店が並び家族で楽しむことがで

きるイベント。 
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【イベント】 

資源名 概  略 イメージ 

道の駅まつり 

（もちつき＆もちまき） 

（夏・冬まつり） 

大空町産のもち米で餅をつく新春イベン

ト。 

夏と冬にイベントを開催。 

 

白魚まつり 網走湖で水揚げされた高級魚白魚を天ぷら

や刺身で提供。 

９月下旬開催。 

 

しじみ採り 全国でも珍しいしじみ採り。 

網走湖女満別湖畔で楽しめる。 

期間は、７月下旬から８月中旬。 

 

氷上わかさぎ釣り 網走湖女満別湖畔で楽しめる冬の風物詩。

釣具のレンタルもあるので、気軽に楽しめ

る。 

期間は、１月上旬から３月中旬。 

 

もこと山ふきおろしマラソ

ン大会 

毎年１０月下旬に開催。 

『藻琴山』を舞台に開催されるロードレー

ス。 
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 【交通機関】 

資源名 概  略 イメージ 

女満別空港 オホーツク圏の空の玄関口。 

空港ビル内にはアンテナショップを展開。 

スカイフェスティバルを実施。 

 

ＪＲ女満別駅 ＪＲ石北線。 

町立図書館、喫茶店を併設。 
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【特産品等】 

資源名 概  略 

農産品 長芋、馬鈴薯、小麦、甜菜、玉ねぎ、豆、人参、苺、スイートコーン、かぼちゃ 

アスパラ、セロリー、ブロッコリー、和牛、芝桜乙女（いちご） 

水産品 しじみ、わかさぎ、白魚、スジエビ 

加工品 しじ美醤油、しじ美ポン酢、しじ美つゆ、シジミドリンク、しじ美ごはんの素 

しじ美味噌汁、さくら豚串、さくら豚バラカルビ、さくら豚味噌漬け 

さくら豚ジンギスカン、ゴーダーチーズカレー、ミートソース、長いもだんご 

満点みそ、トマトジャム、トマトジュース、にんじんジュース、しそジュース 

煮豆、たまねぎソース、わかさぎ佃煮 

乳製品 カマンベールチーズ、ゴーダチーズ、スモークゴーダチーズ、チェダーチーズ 

モッツアレラチーム、スモークチーズ、冷たいチーズフォンデュ 

ほたてスモークチーズ、しじ美チーズ醤油漬、牛乳 

菓子類 生どら焼、チーズ小僧、女満別の詩、アイスクリーム、しじ美おかき 

カマンベールチーズソフト 

麺類 うどん、パスタの麺、冷や麦 

陶器 美風窯、女満別窯 

ご当地メニュー 大空豚しゃぶ長いも丼 

しじみラーメン 

ジャンボさくら豚串 
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 【代表的な特産品等】 

しじ美醤油（黒・白）、しじ美ポン酢 しじ美味噌汁 シジミドリンク 

   

網走湖産の天然しじみから抽出したエ

キスを使用。 

風味豊かな醤油とポン酢。 

網走湖産の大粒殻付きしじみ入りの味

噌汁。 

お湯を注ぐだけでできるインスタント

味噌汁。 

網走湖産の新鮮なしじみをたっぷり使

用した健康ドリンク。 

 

 

生どら焼 満点みそ 各種チーズ 

   

オホーツクの小豆で作ったあんと厳選

した生クリームをミックスした生どら

焼き。 

大空町産の大豆と糀を使用。 

昔ながらの製造方法で手づくり。 

大空町の豊かな自然環境で育まれた新

鮮な牛乳を原料に製造。 

品質管理に万全を尽くしたチーズ。 

 

大空豚しゃぶ長いも丼 しじみラーメン ジャンボさくら豚串 

   

大空町産豚肉、長いも、季節野菜、しじ

み汁とわかさぎの佃煮がセット。 

 

網走湖産しじみの旨みが詰まったラー

メン。 

スープはあっさり系。 

柔らかい食感と、きめ細かい脂身が特

徴。 
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資 料 

 

 

 

観光入込客 地域に訪れた来訪客のこと。主に行政（自治体）が自分の行政区に訪れた観光客数を「観光

入込客数」として統計などに使用する。 

交流人口 その地域に訪れる（交流する）人のこと。 

アクティビティプログラム 活動、活気、体を使っての遊びの手順。活動実行計画。 

ＳＮＳ ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略。人と人とのつながりを促進、サポートする

コミュニティ型の会員制のサービス。 

グリーンツーリズム 農山漁村を訪問して、その自然と文化、人々との交流を楽しむ余暇活動。 

プロモーション 販売促進のためのあらゆる活動。 

２次交通 拠点となる空港や鉄道の駅から観光地までの交通。移動のための交通。 

ＬＣＣ ロー・コスト・キャリアの略。格安航空会社のこと。 

エージェント 他の存在から認められて、その代わりに行動すること。代理人、代理店、仲介業者。 

ＤＭＯ デスティネーション・マネージメント・オーガニゼーションの略。観光資源に精通し、地域

と協同して観光作りを行う法人のこと。 

 

 

 

 

 

観光立国推進基本計画／観光庁 

観光庁アクションプラン／観光庁 

観光立国実現に向けたアクション・プログラム／観光庁 

観光ビジョン実現プログラム／観光庁 

北海道観光入込客数調査報告書／北海道経済部観光局 
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用語の説明 

参考資料 



大空町観光振興計画策定委員会経過 

 

日  時 内       容 

Ｈ28.9.1 
大空町観光振興計画 第１回策定委員会 

・趣旨等説明 

Ｈ28.9.23 
大空町観光振興計画 第２回策定委員会 

・内容精査 

Ｈ28.11.7 
大空町観光振興計画 第３回策定委員会 

・内容精査 

Ｈ28.12.5 庁議 大空町観光振興計画（素案）提案 

Ｈ28.12.8 
町議会（産業建設文教常任委員会） 

大空町観光振興計画（中間報告）提案 

Ｈ28.12.21 
大空町観光振興計画 第４回策定委員会 

・内容精査 

Ｈ29.2.6 庁議 大空町観光振興計画（案）提案 

Ｈ29.2.10 
町議会（産業建設文教常任委員会） 

大空町観光振興計画（案）提案 

Ｈ29.2.16 
町議会（産業建設文教常任委員会） 

大空町観光振興計画（案）提案 

Ｈ29.2.20～ 

 Ｈ29.3.21 
大空町観光振興計画パブリックコメント実施 

Ｈ29.3.28 
大空町観光振興計画 第５回策定委員会 

・内容精査 

Ｈ29.3.30 
町議会（産業建設文教常任委員会） 

大空町観光振興計画（案）提案 

Ｈ29.3.31 大空町観光振興計画制定 
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大空町観光振興計画策定委員 

     

ＮＯ．   氏  名 所   属 備   考 

1 委員長 中 山   登 めまんべつ観光協会 会長 

2   星 加 政 志 めまんべつ観光協会 事務局長 

3 副委員長 菅 野 宏 治 東藻琴観光協会 理事 

4   中 山   守 東藻琴観光協会 事務局長 

5   谷   直 樹 女満別町農業協同組合 青年部 

6   曽 我 洋 介 オホーツク網走農業協同組合 青年部 

7   千 葉 裕 司 西網走漁業協同組合 理事 

8   秋 岡 房 子 大空町商工会 女性部（女満別地区） 

9   田 中 優 子 大空町商工会 女性部（東藻琴地区） 

10   冨 田   勇 網走観光交通㈱ 代表取締役社長 

11   郷右近 英 宣 大空町に定住をサポートする会 会長 

12   田 内 謙 成 一般公募 自営業（柴屋） 

13   国 府 直 輝 一般公募 自営業（大空フーズ） 

14   本 田 泰 弘 一般公募 乳酪館 館長 

15   小 川 繁 幸 東京農業大学生物産業学部地域産業経営学科 助教授 

16   原 口 智 江 東京農業大学生物産業学部生物生産学科 ４年 

17   加 古 和 貴 東京農業大学生物産業学部地域産業経営学科 ３年 

      

《事務局》 産業課長       佐々木 徳 幸  

   産業課商工Ｇ主幹   砂 金 英 樹  

   産業課商工Ｇ     村 口 賢 伍  

   
産業課商工Ｇ 

（地域おこし協力隊） 安 倍 利 夫 
 

   地域振興課長     伊 藤 裕 幸  

   地域振興課産業Ｇ主幹 阿 部 征 弘  

     

 

-35- 



 

大空町観光振興計画策定委員会設置要綱 

 

（目的） 

第１条 大空町における観光振興を図ることを目的とした大空町観光振興計画 

（以下「計画」という。）を策定するため、大空町観光振興計画策定委員会 

（以下「委員会」という。）を設置する。 

（所掌事項） 

第２条 委員会の所掌事項は、次の各号に掲げるものとする。 

（１）計画の案の作成に関すること 

（２）その他必要と認められる事項 

（組織） 

第３条 委員会は、委員２０名以内で組織し、その委員は、次に掲げる者のう 

ちから町長が依頼する。 

（１）町内の関係団体等から推薦を受けた者 

（２）公募により申込みをした者 

（３）その他町長が必要と認める者 

       （任期） 

第４条 委員の任期は、この告示の施行の日から計画策定の日までとする。 

２ 委員が欠けたときは、前条各号に掲げる区分により補充できるものとし、 

その任期は前任者の残任期間とする。 

       （委員長及び副委員長） 

第５条 委員会に、委員長及び副委員長各１人を置き、委員の互選によりこれ 

を定める。 

２ 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき又は委員長が欠けた 

ときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第６条 委員会の会議は、委員長が招集し、その議長となる。 

２ 委員長が必要と認めたときは、委員以外の者に会議への出席を求め、その 

意見若しくは説明を聴き、又は必要な資料の提供を求めることができる。 
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（庶務） 

第７条 委員会の庶務は、産業課において行う。 

  （その他） 

第８条 この告示に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委 

員長が委員会の会議に諮って定める。 

 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この告示は、平成２８年８月３日から施行する。 

 （この告示の失効） 

２ この告示は、計画が策定された日の翌日に、その効力を失う。 
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